
授業アイデア（スピーチ）



レシピ２ メモを作ってスピーチをしよう（話すこと）

〔事例〕
１年生（３月実施）
授業 １コマ（45分）



スピーチの授業をすることは事前に周知しました。

そのうえで、宿題で学年の先生で好きな先生を一
人決めてもらい、その魅力について、前もって考え
させました。

授業前の準備

本校の１年生は明るく素直で授業中の活動に積極的に参加するものの、平均的に学力が低く、
集中力に欠ける生徒が多いです。また、「お気に入りの一品の紹介」をすでに授業でやっていま
すが、基本的なスピーチの話し方に関する理解度は依然として低いままでした。

このような生徒の実態を踏まえて、「自分の好きな先生の魅力を伝える」という子どもにとって考
えやすく活動しやすいテーマを設定して「内容を組み立てて話すこと」を目標に、「話し方」を学習
させるように授業を展開していきます。

生徒の実態と授業の意図

はじめに…



①
本
時
の
目
標
と
テ
ー
マ
を
紹
介
し
ま
す

授業の展開
●
導
入
と
し
て
、
基
本
的
な
解
説
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・[ 

目
標] 

「
タ
イ
ト
ル
下
の
「
目
標
」
を
読
み
、
授
業
で
す
る
こ
と
を
共
有
す
る
」

・[ 

順
番
・
組
み
立
て
方] 

「
序
論
（
前
置
き
）
、
本
論
（
説
明
・
具
体
例
・
経
験
・
資
料
・
デ
ー
タ
）
、

結
論
（
ま
と
め
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
」

・[ 

内
容
に
つ
い
て
紹
介] 

「
説
明
・
具
体
例
・
経
験
・
資
料
・
デ
ー
タ
な
ど
、
ど
ん
な
内
容
を
入
れ
る
か
」

・[ 

今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
紹
介] 

「
〇
〇
先
生
（
自
分
の
好
き
な
先
生
）
の
魅
力
や
面
白
さ
を
伝
え
た
い
」

5
分



②
「
好
き
な
先
生
の
魅
力
・面
白
さ
」
を

全
体
で
共
有
し
ま
す

授業の展開

5
分

例えばどんな魅力を
挙げますか？

鈴木先生は話しかけ
やすいところが魅力！

「好きな先生の魅力・面白さ」を発表し
てくれる生徒を挙手させ、
指名して５個前後黒板に板書します。

2 ⃣ の前におこないます



③
メ
モ
を
作
成
し
ま
す

授業の展開

10
分

[ 内容 ]に沿って、メモ
を考えさせました。

[ 組み立て方 ]の「前
置き」と「まとめ」のメモ
も意識的に考えさせま
した。



④
話
す
内
容
を
頭
の
中
で
考
え
ま
す

授業の展開

5
分

メモに順番を振らせて、

追加したいことを頭で
考えさせました。



⑤
４
人
班
と
は
違
う
人
に
発
表
し
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い
ま
す
［発
表
前
の
練
習
］

授業の展開

３
分

再度、 [ 目標 ］を意識させます。

また、チェックポイントを見せて、
目標以外の話し方も意識させました。

内容はいい感じ！
もっと大きい声で話すと
いいんじゃね？

〇〇先生の魅力
分かりやすく伝わったかな？

～練習タイム～



⑥
４
人
班
で
発
表
＋
相
互
評
価
し
ま
す

授業の展開

16
分

～発表タイム～



⑥
４
人
班
で
発
表
＋
相
互
評
価
し
ま
す

授業の展開

16
分

〇相互評価の方法：Dさんから発表したとすると…

・Dさんは、A～Cさんから評価をもらうので、先に名前を書いておく。
Dさんは発表が終わったら、Aさんから順番に評価を聞き、書きとる。

・Dさんは、Aさんたち他の人の発表を聴いている時は「メモ」に評価を書く。

DさんはAさんの発表が終わり、「メモ」に書いた評価をAさんに伝えたら、
消して、Bさんの発表の時にまた評価を書けるようにする。

◎〇△×の４段階評価にしました。
（×は▲の方が良かったかもしれません…）

A

B

C
メモ

例
〇〇先生は、ダンスが得意とは

知らなくて面白かった。

〇〇先生と話してみたくなる内容

だった。声が少し聞き取りづらかった。

みんなの目を見て話せていたのが

よかった。エピソードも面白かった。

◎

◎◎

◎

◎

△

〇

〇 〇

〇

◎

◎

伝えられたら次の
人の評価が書け
るように消す



生徒の記入例１
●
●

●
●

●
●

●
●

● ●



生徒の記入例２
●
●



⑦
教
師
が
ま
と
め
ま
す

授業の展開

1
分

三段構成を意識した組み立てと、
話す内容の考え方について、説明しました。



・ある程度の内容を宿題にしていたことと、テーマを簡単なものにしたこともある
が、生徒は戸惑うことなく、スピーチのメモを作成していた。また、スピーチは滞
りなく行っていて、授業の流れもスムーズだった。ワークシートは教員にとっても
生徒にとっても使いやすさを感じるものだった。

・相互評価に関しては、最初書き方のわからない班が８班中２班程度あった。説明
をして修正できたものの、１回目で全員に共通した認識を持たせるのは難しいかも
しれない。繰り返し行うものになるので、各先生のやりやすいやり方が２回目以降
に浸透すれば良いと考える。

授業を終えて


